
第1回 多様化する社会と私たちの向き合い方

多様な言語や文化を背景に持つ人々が出会い、同じ地域で共に生活する社会において、私たちにはどのよ

うな姿勢が求められているのでしょうか。第１回では、多様化が進む日本語社会の現状を理解するととも

に、そのような社会において相互理解を深めるために必要な姿勢について考えていきます。

金丸 巧(山梨学院大学グローバルラーニングセンター副センタ―長・准教授）

第2回 多様な人との共生のためのコミュニケーションを考える
～待つ、聴く、対話する～

第3回 「伝わる」をデザインする工夫 ～やさしい日本語入門編～

外国人住民と「同じ市民」として共生していくために大切な「対話」について考えます。シアターワーク

を取り入れたワークショップを通して対話の姿勢である、「待つ・聴く」を体験し、外国人とどのように

向き合い、耳を傾け、心地よく対話できるかを考えます。

中山 由佳(山梨学院大学グローバルラーニングセンター特任准教授）

第4回 実践研修 ～日本語教室に参加してみよう～

多様な人々が共に暮らす社会において、「パートナー」として私たちにできることは何でしょうか。

第５回では、これまでの研修で考えてきたことを踏まえ、自分なりの「パートナー像」を描きながら、

地域の教室の内外で果たし得る役割について考えます。

金丸 巧(山梨学院大学グローバルラーニングセンター副センター長・准教授）

第5回 共に生きる社会において「パートナー」としてできること

7月18日㈯

7月25日㈯

8月1日㈯

パートナー研修会の内容

9月26日㈯

【注意事項】
研修内容の改善や文部科学省等への事業報告を目的として、研修の様子を録音・録画するとともに、研修内でのアンケ
ートや振り返りデータは個人が特定されない形で山梨県及び文部科学省に提出します。また、録音・録画データを含め
研修会において収集した情報については事業報告会等での発表に使用する可能性がありますので、ご理解、ご了承の上、
ご参加くださいますようお願いいたします。

（オンライン開催）

（オンライン開催）

（オンライン開催）

8月2日㈰～教室開催期間中

私たちがふだん使っている日本語は、相手によっては少し難しいかもしれません。

第３回では、相手を思いやりながら伝わることばを見つけるために、「やさしい日本語」への言い換えの

コツを練習します。

小林 信子（ユニタス日本語学校非常勤講師、山梨やさにちGEMS代表）

（オンライン開催）

山梨県地域日本語教室の様子やパートナーとして教室で求められる役割などを知りましょう。

古屋 玲子（山梨県地域日本語教育総括コーディネーター）

各自で日本語教室に参加します。研修課題として教室に参加して感じたことをまとめます。

講義に加え、対話やワークショップを通して学ぶ研修会です。
毎回の研修会後には感じたことや考えたことを振り返りながら学びを深めます。
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